
ゴールデンウィーク前半 立山春スキー会山行 雄山・御前谷報告書 

日  時   2019(平成 31 年)4 月 29(月・祝) 

メンバー   内田・永岡・中村 

行  程   雷鳥平キャンプ場 8:00 発～一の越 10:20 着 11:00 発～雄山(標高 3000ｍ)12:20 着

12:45 発～御前谷～標高約 2200m 地点からトラバース 13:40～2060m 雄山東尾根

13:50 着 14:10 発～少し登り直し～タンボ平～黒部平駅 (標高 1820ｍ) 15:00 着～

立山ロープウェイ・トンネルバス～室堂～ 雷鳥平キャンプ場 18:00 頃着 

            (神戸発 4/27 夜 雷鳥沢でテント 2 泊泊 4/30 帰神) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

雷鳥平テント場からの雷鳥沢・剣御前方面 4 月 29 日

朝 



 

 

先行する別パーティは、あ

まりにも雪崩に巻き込まれ

る確率の高い斜面(表層が流

れる可能性と、上部からのブ

ロック崩壊の可能性)である

にも関わらず、接近しすぎの

ように感じた。我々(最終２

名と写真撮影者)は十分な間

隔を取ってトラバースした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

赤破線は、我々のトレース 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一の越まで、もう少しのところで小休憩 

 

一の越では、雷鳥を見たが、 

雷鳥は、人間を恐れることなし。 

一の越 

一の越 

雄山山頂 



一の越から雄山山頂までは、板を担いで、また、ブーツアイゼンを付けて、ゆっくり登行。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雄山山頂から一の越。室堂方向に滑降しようとしているボーダー。 

アイスバーンのため、な転倒しながら滑降。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雄山山頂到着、越前谷に向けて滑降準備。(約標高 3000m) 

 

 

 

 

 

 

  

永岡       中村  内田 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社務舎直下の斜面はきついので、少し右に撒いてから越前谷に入る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

× 

× 
雄山山頂 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 直近に表層が雪崩れた後を滑降している。滑降前には、雪崩れの跡は見つけられず、滑降中にその存

在に気付く。ラインどりが適切だったか、反省点が残る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

標高 2300m 付近のトラバース地点に近付く 

この先、雪崩跡や上部に崩壊しそうなブロックが多数あり、安心できない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トラバースが終了し、少し登り返してから、田んぼ平に滑りこんだ。先行パーティーで、2300m 地点

ではなくそれよりも高い 2600ｍ地点ぐらいからトラバースしてきた数名とそのトレースを確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロープウエイ大観望駅方面を振り返る 

 15:00 にゴールの黒部平に到着 ロープウェイの長時間待ちはかなり解消し、16 時に乗車できた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


